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１．ファイル名 ： Ｊｉｓ Ｆｕｌｌ ＢＡＳＩＣ 

ユーザープログラム 「Ｔ１ｐ０９３ＲＤ７．ｂａｓ」  
２．対応分野  ： 東京書籍 数学Ⅰ ｐ９３ 解の分離 
     例題７ ２次方程式 0622  ��� kkxx  が異なる２つの正の解をもつような 
        定数 k の値の範囲を求めよ。 
３．実  行  ： Ｊｉｓ Ｆｕｌｌ ＢＡＳＩＣ 起動後，「開く」→「実行」と操作すると 
 (1) 522 �� xxy （既定値： 1� k ）のグラフが表示される。 

４．操  作  ： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 画面上のボタンをマウスでクリックする。 

 (2) ｋの値は， <<  で増減させ（±0.1）， <-   +<  で微増，微減させる（±0.02）ことが 

  できる。 

 (3)  ｋ  で終了する。 

５．目  的  ： 

 (1) 方程式の条件を，２次関数 322 ��� kkxxy の条件に読みかえて，定数 k の値を変化 
させることにより，「グラフの状態 ⇔ 解の判別」を理解させる。 

６．利用時期  ： 

 (1) 例題７，問 14（ｐ93）指導時 

   定数 k の値に応じて，グラフと x軸の関係を指導する。 
 (2) 指導後の追認作業として用いても良い。 

 (3) 問 14 ２次方程式 032  ��� kkxx が，異なる２つの負の解をもつような定数 k の 
     値の範囲を求めよ。 （「Ｔ１ｐ０９３ＴＯ１４．ｂａｓ」） 

 (4) ｐ94問題 14「T1p094MN14.bas」問題 15「T1p094MN15.bas」が用意してある。 
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